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Infrared luminescent properties of Ti-doped oxide garnet scintillator crystals 
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1. はじめに 

 現在の主要なガン治療法の一つとして、X 線やガンマ線を用いた放射線治療法がある。放射線

治療の際に、治療計画用コンピュータによる線量計算の結果と実際の線量に差異が生じることか

ら、過剰・過小照射が報告されており、これは医療事故につながる恐れがある。そこで、実際の

照射線量をリアルタイムに測定できる手法が求められている。測定手法の一つに、近赤外発光シ

ンチレータを用いる方法が提案されている。これは、治療部位にシンチレータ結晶を挿入するこ

とで、LINAC等からの放射線照射時にシンチレーションを起こさせ、体内を透過してきたシンチ

レーション光から照射量を推定する手法である[1]（図１）。このシンチレータ結晶の要求特性の一

つとして人体による光の吸収が少ない近赤外領域（600-1400nm）で発光することが挙げられる。

本研究では、より Ti
3+の 2

E → 
2
T2 遷移の発光に着目し、人体での吸収がより小さい波長での

発光及び発光量の増大を目指す。そこで、近赤外発光シンチレータ結晶として Ti 添加 ガー

ネット 酸化物結晶を育成し、その発光特性を評価した。 

 

2. 結晶育成と発光特性評価 

純度 99.99%の原料粉末を混合し Ir坩堝に充填し、Arと O2の混合ガス雰囲気下で高周波加熱マ

イクロ引下げ法[2]を用いて結晶育成を行った。ホスト結晶としては、Gd3Ga5O12の Gd
3+サイトの一

部を２価のアルカリ金属元素で置換したものを試してみた。。また、添加材として Ti
3+といった遷

移金属を加えて、その添加濃度を変化させた。これら育成結晶を研磨し、X 線励起による発光ス

ペクトル等の発光の諸特性を評価した。本講演では、これらの結果と考察について、紹介する。 
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